


■ 小規模校の存続に関する地域協議会の主な意見

伊賀地域協議会
・あけぼの学園高校（１学年２学級・総合学科）等で取り組まれている学校と地域が連携した活動は大切である。規模だ
けで学校の存続を考えるのではなく、地域とのつながりという面も十分に考慮するべきである。

伊勢志摩地域協議会
・高校にとって一定の規模が必要であることは大切だが、当地域には、経済状況が厳しい世帯が一定数存在し、地元
に高校があることで教育の機会を得ている生徒がいることも忘れてはならない。
・地域と連携して、継続した取組をしていくことが大切であり、地域防災や減災について、この地域の高校間で連携した
取組ができるのではないか。
・小規模校であっても、部活動の際に、バス等を利用して生徒を集めることで、豊かな教育活動を保障することが可能
である。
・進学コースを設けたり、ＩＣＴ機器の活用により密度の高い教育につなげたりするなど、様々な活性化の取組がある。
・小規模校の機動力を生かして、文化祭を公開したり、地域の行事と同時開催したりすることで、学校をもっと開かれた
ものとすべきだ。
・高い教育水準など、魅力的な教育の場があれば、結果的に他地域から人を呼び込むことにつながると思う。
・地域の小規模な高校の良さを伝えるためには、水産高校（１学年２学級）のように高校生が直接地域に発信する取組
が有効である。
・将来、地域で活躍する人材を育てるにあたっては、まず、保護者の意識を改革する取組が必要ではないか。

紀南地域協議会
・木本高校及び紀南高校の両校を存続させていくべきである。両校（木本高校１学年５学級、紀南高校１学年３学級）を存続さ
せ、地域外への進学者を引き留めるには、教育活動の質的向上が大切である。

・地域が両校に対してどのように支援・協力していけるのか、両校とどのような連携が図れるのかについて議論していく必要があ
る。
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学校名
【学科】

Ｈ２８
〔定員計〕
入学者
（欠員）

平成２７年度卒業者の進路状況

学 校 の 特 徴 や 特 色 あ る 教 育 活 動 等
卒業者

四年制
大学

（国公立）

短期
大学等

専修
学校

各種
学校

就職 その他

昴学園

【総合】

〔80〕
80
（0）

45 5
(0)

2 13 1 23 1

○設置系列（国際交流、環境技術、美術工芸、生活福祉、総合スポーツ）
○全国で唯一の全寮制総合学科高校
○韓国養正高校との相互交流（短期交換留学）、短期海外語学研修の実施
○大台町から派遣の「地域おこし協力隊」が学校に常駐し、大台町と昴学園高校との共同活動を
コーディネート

○地域について学ぶ学習、地域の産物や資源のビジネス化に取り組む学習
（中小企業経営者や職人を講師とした科目「宮川（大台学）」、「三重学」、「地域創生学」等）

○大台町や地域、企業等と連携した活動 （地域の課題解決にチームで取り組む「まちかつ」、
木材市場での競り実習、福祉施設や保育所での実習、森林体験学習 地域でのボランティア
活動等）

○保育所・小中学校での出前授業等（外国語活動、竹とんぼ作り、ちぎり絵作り、車イス体験、
アルティメット体験）

南伊勢
（度会校舎）

【普通】

〔80〕
60
（20）

56 3
(0)

7 8 0 35 3

○基礎学力の定着・向上に向けた系統的な取組（定期的な「基礎学力診断テスト」、学び直し学習シ
ステムの実施等）

○地域での積極的なボランティア活動（福祉施設や社会福祉協議会等での交流等）
○郷土の史跡めぐり等、地域に誇りを持てる取組の推進
○度会町と連携した公務員への意識高揚を図る取組
（度会町役場でのインターンシップ、選挙ボランティア、度会町からの支援による専門学校講師に
よる講義等）

○度会町からの支援（進学補習のための外部講師派遣、タブレットＰＣの整備）を活用した課外補習・
自習体制の充実

○進学・就職後２年目の卒業生を講師に招いての体験談講演

南伊勢
（南勢校舎）

【普通】

〔40〕
18
（22）

22 1
(0)

0 3 0 16 2

○南伊勢町立南勢中学校との連携型中高一貫教育による系統的なキャリア教育の推進
○国のコミュニティ・スクール導入促進事業を受けた研究（平成２９年度からコミュニティ・スクール
導入予定）

○基礎学力の定着・向上に向けた系統的な取組（基礎学力向上ウィークの設定、学び直し学習シス
テムの実施等）

○南伊勢町から派遣の塾等講師や就職支援員と教員が連携した進学補習・就職支援
○短期留学制度の活用、国内の地域活性化の取組との交流によるグローカル人材の育成
○南伊勢町、南伊勢町商工会、三重大学等と連携した防災教育の推進

（生徒考案の非常持出し袋の普及、避難経路等防災マップの作成）
○ＳＢＰ（地域ビジネス創出プロジェクト）を推進し、全国各地域の高校とも交流
○吉本興業等と連携した地域劇団公演による地域活性化
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学校名
【学科】

Ｈ２８
〔定員計〕
入学者
（欠員）

平成２７年度卒業者の進路状況

学 校 の 特 徴 や 特 色 あ る 教 育 活 動 等

卒業者
四年制
大学

（国公立）

短期
大学等

専修
学校

各種
学校

就職 その他

鳥羽

【総合】

〔80〕
73
（7）

69 5
(0)

2 16 1 41 4

○設置系列（観光ビジネス、スポーツ健康、総合福祉、文理進学）
○基礎学力の定着・向上に向けた取組

（学び直し教材の活用、国・英・数の授業でのＴＴの導入、基礎学力・進学補習、定期的な「基礎学力
診断テスト」等）

○就業意欲の向上に向けた企業見学や就業体験、卒業生等との交流
○進学意識の高揚に向け、高大連携授業や出前授業等を活用した多様な学びの場の設定
○体験を重視した「鳥羽学」、「地域研究」、「観光と町づくり」、「マリンスポーツ」等の科目設置
○鳥羽市、幼稚園・小中学校、地元企業等と連携した域活性化や防災の活動の推進
○観光教育の視点での地域学習の推進

（「全国高等学校観光選手権大会」への参加、県外の高校との定期的な観光教育学習交流）

志摩

【普通】
㋙国際
㋙普通

〔120〕
104
（16）

108 14
(0)

5 41 0 45 3

○「学び直し」を軸とする基礎学力の向上の取組
○進学希望の生徒に対する個別指導や放課後・長期休業中を利用した進学補講の実施
○生徒の就業意欲向上に向けた事業所訪問や就労体験、面接指導等の実施
○普通科高校ではあるが、幅広い資格取得に向けた取組

（簿記検定、情報処理検定、危険物取扱者、フォークリフト運転技能者等）
○地域のイベントへの積極的な参加・協力

水産

【海洋・機関】
【水産資源】

〔80〕
71
（9）

79 0
(0)

12 16 0 45 6

○基礎学力の定着・向上に向けた取組（独自教材による「朝のトレーニング」の実施、長期休業中の補
講等）

○就業意欲の向上に向けた取組（企業での乗船体験等インターンシップ、企業視察研修）
○漁業の担い手育成に向け、三重県漁業協同組合連合会や志摩市水産課、三重県と連携
○大型実習船「しろちどり」での長期航海実習や、小型実習船「はまゆう」での漁業生産実習
○海洋環境調査や魚の標識放流など水産資源についての貢献活動
○ウインドサーフィンやダイビングなどのマリンスポーツについての学習
○海技士のほか、小型船舶操縦士、ボイラー技士、電気工事士、危険物取扱者等の資格取得に向けた
補習

○スイコーキッズ、小学生との交流、防災グッズ（サバＣＡＮ）の製造・配布、水高フェア等、地域と連携し
た取組の推進

○企業と連携した商品開発やイベントの実施

紀南

【普通】

〔120〕
111
（9）

106 8
(0)

10 26 0 56 6

○コミュニティ・スクールの導入（平成１９年度～ 県内県立高校初）
○生徒の基礎学力の向上と自信をつけさせるための取組
（ちりつも学習（ＳＨＲでの英語や数学等のプリント学習）の実施、学校設定科目「基礎振り返りⅠ・Ⅱ」
の開講、全国的な学力テストによる生徒の学力把握・分析、学級満足度調査の実施と分析・共有）

○１年次から進路意識を高めるための講話やガイダンスの充実
○事前指導・事後指導の充実も含めた年間通じてのインターンシップの実施（毎週金曜日終日）
○学校生活や働くことを話題とした１年次生と地域の方との対話集会の実施
○地域や小・中学校との連携を推進 （学校設定科目「東紀州学」の実施、小･中･高合同の海岸清掃作
業、小･中学校の学習活動･部活動等への教職員の派遣、授業参観を通じた教員の相互交流、聴講
生制度等）

※ 各高校の設置学科等は、平成２８年度現在。
※ 進路状況の「各種学校」は大学等へ進学のための「予備校」。「その他」には「公共職業能力開発施設等入学者」、「一時的な仕事に就いた者」、「未定者」も含む。 13
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■ 他県における小規模校の活性化方策の例

１ 授業の充実

ア 遠隔授業の導入
イ 習熟度別授業の拡充
ウ 事業所と連携した通年のインターンシップなどの実学

を重視した学びの実施

２ 地域との連携

ア 地域と連携した合同行事の実施
イ 高校生が地域活性化策を考える取組の推進
ウ 地域人材の活用
エ 地域活性化の拠点として高校活用
オ 地域に根ざした学校防災教育の展開
カ 各学校が学校関係者、所在する市町及び市町教育

委員会等で構成する「学校活性化地域協議会(仮称)」
の設置

キ コミュニティ・スクールの導入
ク 市町立高校への移管

■ 小規模校のメリット・デメリット

（デメリット）
・人間関係が固定化しやすく校内だけでは、多様な
考え方に触れる機会が少なくなりやすい。
・教職員の人数が減るため、多様な選択科目を設置
しにくい。
・設置できる部活動の数が少なくなる可能性がある。
・教員一人あたりの負担が増えやすい。

（メリット）
・生徒相互の人間関係が深まりやすく、学校が一体
となって活動しやすい。
・生徒一人ひとりに目が届きやすく、きめ細かな指導
が行いやすい。
・部活動などで一人ひとりが活躍する機会が増える。
・教職員間の意思疎通が図りやすい。

３ 生徒に対する支援

ア 通学費、部活動等の費用補助などの修学支援
イ 公営塾の設置などの学習支援
ウ スクールバスの整備などの通学等支援
エ 奨学金支給等の大学進学等支援
オ 就職支援

４ 学校間連携

ア 他の県立高校との交流促進
イ 小中高連携
ウ 連携型中高一貫教育校（小中高一貫教育）
エ 県内大学との連携強化
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